
【内容目標】無限級数の収束、発散を調べて、和を求められるようになろう。

　無限級数
 



            　において，  をその初項，  を第項という。　

無限数列  の初項から第項までの部分和           を第項として，新たに次の無

限数列  :  ，  ，  ，……，  ，……を作る。　無限数列  が収束してその極限値がのとき，すな

無限級数は
 



  一般項 と表すときもある

わち『
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  
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

 



  』となるとき，無限級数はに収束する，または無限級数の和はであるとい

う。この和も
 



  で書き表すことがある。

無限級数の和

＝部分和の極限値

　　無限級数の和

　　無限級数          の第項までの部分和  から作られる

　　無限数列  がに収束するとき，この無限級数の和はである。

※　無限数列  が発散するとき，無限級数は発散するという。

例題４）

部分分数分解
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なので無限回の括弧では判断できないので注意
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例題５）
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分母の有理化
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部分和の式を求める　⇒　 をする

極限【無限級数】  


